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第 219 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和７年５月 22 日（木） 

 

２ 開催日時        令和 7 年６月 17 日（火） 13 時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（11 名出席） 

土屋貞男、磯谷光一、神田義信、渡邉和治、富樫聰、内田千秋、高橋千洋、 

大越順一、本間勉、塚田政直、菊池弘之、 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

本間書記長、岸原書記長代理、野内主事 

新潟県農林水産部水産課 

渡邉副参事（調整係）、井上主査（調整係）、 

五十嵐主任（資源対策係）、小野寺主事（資源対策係） 

  

    

 ５ 議 題 

（１） 新潟県資源管理方針の一部改正について（諮問） 

（２） まさば・ごまさば、ずわいがに、まだら、ぶり及びべにずわいがにの知事管理漁

獲可能量の当初配分について（諮問） 

（３） 令和７年知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

（４） 広域型増殖場における水産動植物の採捕禁止に関わる委員会指示について 

（指示） 

（５） 全国海区漁業調整委員会連合会への要望事項について（協議） 

（６） くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

（７） その他 
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６ 会議の顛末 

（13：30） 

事務局（岸原） 

 

 

土屋会長 

 

事務局（岸原） 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

   

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

本間課長 

 

土屋会長 

 

 

五十嵐主任 

・定刻となりましたので、ただいまより第２１９回新潟海区漁業

調整委員会を開催します。 

・まずはじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は、11 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規

程第６条の規定により、この委員会が成立することを報告しま

す。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第２１９回新潟海区漁業調整委員会を開会しま

す。 

・それでは、議事に入る前に議事録署名人を指名させて頂いてよ

ろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、渡邉和治委員、大越委員にお願いしま

す。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「新潟県資源管理方針の一部改正について」は知事か

らの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 
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土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

本間課長 

 

土屋会長 

 

 

五十嵐主任 

 

土屋会長 

 

 

 

 

五十嵐主任 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

・ただいま、議題（１）についての説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えない

旨、知事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「まさば・ごまさば、ずわいがに、まだら、ぶり

及びべにずわいがにの知事管理漁獲可能量の当初配分につい

て」も知事から諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文②を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項についての説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）について説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんでしょうか。 

・現行水準や試行水準とは何なのでしょうか。定義等はあるので

しょうか。 

 

・現行水準については、漁獲量が多い都道府県には数字が示され

ていますが、漁獲量が少ない都道府県には特段、量で管理する

水準がないということになります。また、試行水準については、

ステップアップ管理のステップ２に移行した魚種について、こ

のように表記するということが国の資源管理方針に示されてお

ります。そのため、あくまで明確な水準は出さず、このような表

記としております。 

 

・記載の関係についてですが、資料の 54頁の別紙については、変
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五十嵐主任 

 

土屋会長 

 

五十嵐主任 

 

土屋会長 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

本間課長 

 

土屋会長 

 

 

井上主査 

 

土屋会長 

 

 

富樫委員 

 

 

 

 

土屋会長 

 

更になった系群が入るのではないのでしょうか。 

 

・その通りです。修正させていただきます。 

 

・55 頁の別紙についても同様でしょうか。 

 

・はい。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（２）の諮問事項についても、原案どおりとして差

し支えない旨、知事へ答申することとします。 

・続いて議題（３）「知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請す

べき期間について」も知事から諮問事項です。県から諮問をお

願いします。 

 

［諮問文③を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項についての説明をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（３）について説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんでしょうか。 

 

・以前に比べればトラブルは少なくなったと思います。延縄漁業

者はマグロを追いかけていることから、板引き、ごち網の操業

区域では操業しなくなっています。これからどうなるかは分か

りませんが、今のところ問題はありません。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 
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一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

五十嵐主任 

 

土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

渡邉委員 

 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（３）についても、原案どおりとして差し支えない

旨、知事へ答申することとします。 

・続いて議題（４）「広域型増殖場における水産動植物の採捕禁止

に関わる委員会指示について」説明をお願いします。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（４）について説明がありましたが、ご意見、ご

質問は、ありませんでしょうか。 

 

・意見等は無いようですので、原案のとおりで差支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（４）について、原案のとおり委員会指示を発動す

ることとします。 

・続いて、議題（５）「全国海区漁業調整委員会連合会への要望事

項について」事務局から説明をお願いします。 

 

［資料５に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（５）について説明がありましたが、ご意見、ご

質問は、ありませんでしょうか。 

・確認ですが、事務局案の提案理由について、実態に合わせて今

までは「大型魚が１日１尾まで」を「1 カ月あたり 1尾までの採

捕制限が設けられた」に訂正しているようですが、要望の３に

ついては追加したことになるのでしょうか。 

 

・はい。追加したことになります。 

 

・クロマグロ遊漁のプレジャーボートの違反についてはどうなの

でしょうか。 
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事務局（岸原） 

 

 

 

渡邉委員 

 

 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

 

渡邉委員 

 

菊池委員 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

 

菊池委員 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

菊池委員 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

・昨年、今年も漁業調整事務局と連携して現場に行っております。

粗暴な遊漁者もいるので、引き続き粘り強く監視及び取り締ま

りを行っていく方針です。 

 

・プレジャーボート遊漁者がクロマグロを揚げているという話は

聞いています。また、違反は暗くなってから行われるというこ

ともあるそうです。我々は現地で実態を把握することが困難な

ので、実態に合う調査を県の方で行っていくことはできないの

でしょうか。 

 

・県庁の方にもいくつか報告があり、漁業調整事務所に連絡して

対応をしています。現地での取締りは平日に限らず土日にも行

っています。 

 

・よろしくお願いします。 

 

・資料の中に「クロマグロ資源の回復」とありますが、イカが減っ

たことになるのでしょうか。それとも、漁具被害が増えたこと

になるのでしょうか。 

 

・その両方です。マグロが増えてイカが減ったという話も現場で

はあるようですし、糸が切られる等の漁具が壊されるという話

も聞いております。 

 

・マグロが増えたことでイカが減ったということを示す具体的な

数値等はないのでしょうか。 

 

・現場からはイカが減ったという声が聞かれます。調査等はこれ

からだと思います。 

 

・そういった具体的なことを明らかにして欲しいという要望なの

ですね。 

 

・はい、そうです。確かにイカは減っているという報告はありま

すが、それがマグロによるところなのかははっきりしていない
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磯谷委員 

 

 

 

 

 

塚田委員 

 

 

 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

塚田委員 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

塚田委員 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

塚田委員 

 

 

本間書記長 

ところです。 

 

・厳密に言うと、イカが釣れないというのは、まぐろ釣りの道具

にイカが引っかかるということではないでしょうか。実際、我々

が底曳きをやっていると、昨年よりやや少ない程度で資源的に

は問題はないが、釣りとして漁獲量が減っている、というのが

実態だと思います。 

 

・ここ最近になって、車でシーカヤック等を含むボートを積んで、

港以外から出入りする人が増えてきています。そのことについ

て危険であるという周知をした方がいいのか、どのように周知

するべきかがわかりません。港からであれば、注意することも

できますが、公園から浜を使って出入りされると注意すること

もできない状況です。 

 

・管理がしづらいということですね。 

 

・はい。 

 

・最近は手漕ぎのシーカヤックも最近では３マイルから４マイル

沖まで出てきています。風が吹いたら転覆する可能性もあるの

で、これより沖へ出てはいけないという周知をしていくことが

果たしてできるでしょうか。 

 

・シーカヤックはミニボートよりも悪いですよ。 

 

・下越も夏場になるとカヌーが何隻か出てきているのを見てお

り、操業の邪魔になっています。陸から来ている人は注意でき

ますが、他の地域の人で、目が届かない場合は冷や冷やしてお

ります。我々も操業中ですと見逃すことも多いですが、わざわ

ざ寄ってこられることもあります。 

 

・シーカヤックがいた場合は、自船による波が立つので避けるよ

うにしています。操業の無駄になっているというのが現状です。 

 

・資料の 73 頁に記載しております「ミニボート利用者」について
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土屋会長 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

五十嵐主任 

 

土屋会長 

 

 

土屋会長 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

は、波を立てるとミニボート等が転覆してしまう危険があるこ

とから漁業者側は非常に気を付けているという意見がありまし

た。この辺りの表現については、ミニボートのみならず、カヤッ

クや SUP を含むというように字句を修正して提案していきたい

と思います。そのような対応でよろしいでしょうか。 

 

・今、水産課長より説明がありましたが、資料の 73 頁の書きぶり

では「ミニボート」と限定していますが、シーカヤック、SUP 等

を含んだ指導体制を要望するということでよろしいでしょう

か。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（５）について、他に意見等はないようですので、

軽微な字句等の修正については、私と事務局に一任いただいた

うえで事務局のほうで整理しながら要望することとしてよろし

いでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、議題（５)について了承いただきましたので案のとお

り要望することとします。 

・続いて、議題（６）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更に

ついて」事務局から説明をお願いします。 

 

[資料６について説明] 

 

・ただいま、議題（６）について説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんでしょうか。 

 

・意見等はないようですので、議題（６）について終わります。 

・続いて、議題（７）「その他」ですが、事務局から何かあります

か。 

 

・［３県３海区連絡協議会の開催について説明］ 

・［水産海洋研究所の発表会開催について説明］ 
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土屋会長 

 

 

 

 

 

・他に無いようでしたら、本日予定しておりました議題について

審議を終了しましたので、これにて第２１９回新潟海区漁業調

整委員会は、終了とさせて頂きます。 

 

終了：14:45  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


